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令
和
３
年
２
月
第
３
０
５
回
定

例
会
は
、２
月
22
日
に
開
会
さ
れ
、

３
月
22
日
ま
で
の
29
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、「
令
和
３

年
度
青
森
県
一
般
会
計
予
算
案
」を

は
じ
め
、52
件
の
議
案
及
び
９
件
の

報
告
が
上
程
さ
れ
、三
村
知
事
か

ら
、県
政
運
営
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
を
述
べ
た
後
、基
本
計
画
に
掲

げ
る
５
つ
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

基
づ
き
、取
組
の
重
点
化
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、「『
経
済
を
回
す
』仕

組
み
の
再
起
動
」及
び「『
新
し
い
生

活
様
式
』を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
」の
2
点
を
特
に
重
視
し
、各

種
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
、ま

た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、県
民
の
生
活
を
守
る

た
め
に
感
染
拡
大
防
止
や
地
域
経

済
の
回
復
等
に
最
大
限
配
慮
し
た

各
種
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
、な
ど

の
提
案
理
由
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
２
日
か
ら
５
日
間
に
わ
た

り
代
表
質
問
を
含
む
一
般
質
問
が

行
わ
れ
、
17
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
克

服
に
向
け
た
対
策
、「
北
海
道
・
北
東

北
の
縄
文
遺
跡
群
」の
世
界
遺
産
登

録
の
推
進
、
デ
ジ
タ
ル・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
な
ど
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
、県
当
局
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
に
は
、
議
員
提
出
議

案「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
対
す
る
意
見
書
案
」の
採
決

が
行
わ
れ
、満
場
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

３
月
５
日
に
は
、「
令
和
２
年
度

青
森
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７

号
）案
」を
は
じ
め
と
し
た
20
件
の

議
案
が
追
加
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
に
は
、選
挙
管
理
委

員
及
び
補
充
員
の
選
挙
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
４
名
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
か
ら
11
日
ま
で
議
案

に
関
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
、青
森
県

自
転
車
の
安
全
な
利
用
等
の
促
進

に
関
す
る
条
例
案
を
策
定
し
た
経

緯
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
・
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。ま
た
、
10
日
の
質
疑

終
了
後
、議
案
の
採
決
が
行
わ
れ
、

知
事
提
出
議
案
27
件
及
び
報
告
２

件
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
さ
れ
た
議
案
を
除
く
議
案

の
う
ち
、令
和
３
年
度
予
算
に
関
す

る
17
議
案
は
予
算
特
別
委
員
会
に
、

人
事
案
件
を
除
く
議
案
23
件
及
び

請
願
１
件
は
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、予
算
特
別
委
員
会
は
３

月
12
日
か
ら
16
日
に
、
常
任
委
員

会
は
３
月
18
日
に
開
か
れ
、そ
れ
ぞ

れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
３
月
22
日
に
は
、予

算
特
別
委
員
会
及
び
各
常
任
委
員

会
の
審
査
内
容
の
報
告
、
討
論
が

行
わ
れ
た
の
ち
採
決
が
行
わ
れ
、知

事
提
出
議
案
45
件
が
可
決
・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

２
月
定
例
会
の
概
要

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
案
及
び

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
対
す
る
意
見
書
案
な
ど
を
可
決

開会日の提案理由説明の様子
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令
和
３
年
2
月
第
３
０
５
回
定
例
会

一
般
質
問

三
村
知
事

　
「
コ
ロ
ナ
の
先
」に
向
け
た
県
内
中

小
企
業
の
事
業
再
構
築
を
、
県
は
ど

の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
伺
う
。

　

本
県
経
済
の
早
期
回
復
に
は
、
県
内

中
小
企
業
の「
コ
ロ
ナ
の
先
」を
見
据

え
た
前
向
き
な
取
組
に
対
す
る
支
援

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

県
で
は
令
和
２
年
度
６
月
補
正
予
算

で
い
ち
早
く
支
援
措
置
を
講
じ
た
。

　

今
般
、
国
が
創
設
し
た「
中
小
企
業

等
事
業
再
構
築
促
進
事
業
」に
県
も
嵩

上
げ
補
助
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

今
後
も
、
国
や
市
町
村
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
県
内
中
小
企
業
の
前
向
き
な

取
組
を
強
力
に
支
援
し
て
い
く
。

QA
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

産
業
振
興
策

危
機
管
理
局
長

　

県
で
は
、
災
害
対
策
本
部
の
機
能

強
化
や
防
災
拠
点
の
確
保
、
各
種
訓

練
に
よ
る
職
員
の
能
力
向
上
等
を

図
っ
て
き
た
ほ
か
、
今
後
は
、
災
害
備

蓄
の
推
進
、　

新
た
な
地
震
・
津
波
被

害
想
定
調
査
等
に
取
り
組
み
、
行
政

の
防
災
力
の
充
実
・
強
化
を
図
る
。
ま

た
、
大
規
模
災
害
発
生
時
は
住
民
の

自
助
と
地
域
の
共
助
が
一
層
重
要
で

あ
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立

と
活
動
の
促
進
、
防
災
教
育
の
推
進
、

女
性
や
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
等
を
行
い
、
地
域
防
災
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
。

A

ア
フ
タ

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

産
業
振
興
策

三
村
知
事

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん

延
や
医
療
崩
壊
を
回
避
す
る
た
め
、
検

査
・
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
向
け
た
対

応
や
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め「
新
し
い

生
活
様
式
」の
定
着
等
に
注
力
し
て
き
た
。

　

引
き
続
き
緊
張
感
を
持
っ
て
感
染
防
止

対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
今
後

と
も
、
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
と
、
感
染

症
患
者
が
発
生
し
た
場
合
の
感
染
拡
大

防
止
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
適
時
適
切

な
情
報
発
信
に
努
め
、
県
民
の
皆
様
と
共

に
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。

A

田中 順造 議員
た なかじゅんぞう

自由民主党
十和田市

会　派
選挙区

:
:

？

？

本文中の
このマークは
用語解説です。

　

東
日
本
大
震
災
等
を
踏
ま
え
、
今

後
の
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
た

県
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

Q
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と

今
後
の
大
規
模
災
害
へ
の
備
え

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と

今
後
の
大
規
模
災
害
へ
の
備
え

熊谷 雄一 議員
くまがいゆういち

自由民主党
八戸市

会　派
選挙区

:
:

防　

災新たな地震・津波被害想定調査

　県では、過去にも地震・津波
被害想定調査を行っているが、
昨年４月に国が公表した日本海
溝・千島海溝沿いの巨大地震モ
デルの検討結果では、地震規
模、津波の高さ、浸水想定区域
とも従来の想定を上回っている
ため、新たに被害想定調査を
行うこととしている。

用 語 解 説

商
工
労
働
部
長

　
「
経
済
を
回
す
」取
組
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、県
内
中
小
企
業
の
経
営
の
安

定
化
を
図
り
な
が
ら
、社
会
経
済
環
境

の
変
化
等
に
対
応
し
た
新
た
な
事
業
活

動
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、資
金
繰
り
支
援
や
地
域

主
体
の
事
業
承
継
支
援
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、先
端
技
術
の
導
入
や
Ｅ
Ｃ
サ
イ

ト
の
活
用
に
よ
る
販
路
拡
大
、テ
レ
ワ
ー

ク
の
導
入
な
ど
、県
内
中
小
企
業
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、県
内
中
小
企
業
の
新
分
野
へ
の

進
出
や
業
態
転
換
等
を
支
援
す
る
な
ど
、

コ
ロ
ナ
の
先
を
見
据
え
た
企
業
の
変
革

を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

A Q　

厳
し
い
経
営
状
況
に
お
か
れ
て
い
る

県
内
中
小
企
業
の
事
業
継
続
に
向
け

た
支
援
に
つ
い
て
、
今
後
、
県
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

「
経
済
を
回
す
」取
組
の
推
進

「
経
済
を
回
す
」取
組
の
推
進

経　

済

経　

済

医　

療

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
に
向
け
、
県
民
一
丸
と
な
っ
た
継
続

的
な
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

これまで発行した「あお
もり県議会だより」（バッ
クナンバー）については、
青森県議会のホーム
ペ ー ジ に 掲 載（ＰＤＦ
ファイル）していますの
で、ぜひ御覧ください。

県 議 会

お知らせ
からの
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認知症ピアサポーター

　認知症の人のピアサポ―トと
は、認知症の御本人や御家族が
ピア（仲間）として悩みや体験を
共有し、互いに支え合う仕組み
のことで、ピアサポートを行う人
を「ピアサポーター」という。

用 語 解 説

教
育
長

文
化
財
の
県
指
定
は
、
県
文
化
財

保
護
条
例
等
の
規
定
に
基
づ
き
行
わ

れ
、一
般
的
に
は
、
各
市
町
村
教
育
委

員
会
の
推
薦
な
ど
に
よ
る
候
補
物
件

の
う
ち
、
県
文
化
財
保
護
審
議
会
が

必
要
と
認
め
た
も
の
に
つ
い
て
調
査
を

実
施
し
、
歴
史
的
な
価
値
や
学
術
的

な
価
値
、
保
存
管
理
体
制
等
を
総
合

的
に
審
議
す
る
。

　

候
補
物
件
が
県
に
と
っ
て
重
要
な

も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

県
教
育
委
員
会
が
所
有
者
か
ら
の
申

請
を
受
け
て
同
審
議
会
に
諮
問
し
、
答

申
を
得
て
文
化
財
の
県
指
定
を
行
う
。

A

三
村
知
事

　

農
業
の
持
続
的
成
長
に
向
け
て
は
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
直
面
す
る

課
題
に
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
。
と
り
わ
け
、
担
い
手
に
関
し

て
は
、
団
塊
世
代
の
リ
タ
イ
ア
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
一
方
、
非
農
家
出
身
の
新

規
就
農
者
が
増
え
て
お
り
、
意
欲
の
あ

る
青
年
に
後
継
者
の
い
な
い
農
業
者
の

経
営
資
源
を
引
き
継
ぐ
、
第
三
者
承

継
の
取
組
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
来
年
度
か
ら
第
三
者

承
継
の
先
行
モ
デ
ル
の
育
成
や
、
地
域

ぐ
る
み
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
な

ど
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

A

青
山
副
知
事

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
認
知
症
の

高
齢
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

県
で
は
認
知
症
対
策
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
伺
う
。

　

認
知
症
対
策
で
は
、正
し
い
知
識
の
普

及
と
専
門
職
等
の
連
携
体
制
の
構
築
が

必
要
で
あ
り
、県
で
は
、市
町
村
に
お
け

る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
等
の
取
組

の
支
援
や
認
知
症
情
報
連
携
ツ
ー
ル
の

運
用
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
、「　

認
知

症
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
養
成
等
に
取

り
組
み
、市
町
村
等
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、御
本
人
と
御
家
族
が
安
心

し
て
生
活
し
、活
躍
で
き
る
よ
う
な
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

QA
高
齢
者
施
策
の
推
進

高
齢
者
施
策
の
推
進

　

中
泊
町
が
指
定
し
て
い
る
宮
越
家

関
係
の
文
化
財
に
つ
い
て
、
今
後
、県

指
定
と
な
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

手
順
を
経
る
こ
と
に
な
る
の
か
伺
う
。

Q
本
県
文
化
財
の
保
存
・
活
用

本
県
文
化
財
の
保
存
活
用

　

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
の
た

め
、
第
三
者
承
継
を
推
進
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
今
後
の
県
の
取
組
に
つ

い
て
伺
う
。

Q
農
業
分
野
に
お
け
る

第
三
者
承
継
の
推
進

農
業
分
野
に
お
け
る

第
三
者
承
継
の
推
進

？

教
育
長

県
教
育
委
員
会
で
は
、
市
町
村
教

育
委
員
会
の
ほ
か
、
県
内
公
立
小
・

中
・
高
等
学
校
や
特
別
支
援
学
校
に
対

し
、
学
校
教
育
指
導
の
方
針
と
重
点

を
示
し
、
特
に
教
育
活
動
の
中
核
で
あ

る
授
業
に
お
い
て
は
、一
人
一
人
の
能

力
・
適
性
に
応
じ
た
指
導
の
中
で
そ
の

子
の
よ
さ
や
可
能
性
、
成
長
の
様
子
な

ど
を
積
極
的
に
評
価
し
、
学
ぶ
喜
び
や

成
就
感
を
味
わ
え
る
よ
う
、
個
に
応
じ

た
指
導
の
工
夫
に
努
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

A 教　

育

今　博 議員

民主連合
五所川原市

会　派
選挙区

:
:

こん ひろし

吉田 絹恵 議員
よし  だ きぬ  え

公明・健政会
上北郡

会　派
選挙区

:
:

宮越家離れ「円窓(まるまど)の間」
ステンドグラス

農　

業

文
化
・
観
光

　

子
ど
も
の
個
性
や
考
え
方
を
尊
重

す
る
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
県
教

育
委
員
会
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

Q
個
性
を
尊
重
す
る

教
育
の
推
進

個
性
を
尊
重
す
る

教
育
の
推
進

福　

祉

3



防災重点農業用ため池

　決壊した場合に下流の人家等へ被
害を及ぼすおそれのある農業用ため
池で、法律に基づき県が指定したも
の。指定されたため池は、劣化状況や
地震・豪雨への耐性を評価した上で、
評価結果に基づき防災工事などの対
策を実施する。

用 語 解 説

三
村
知
事

　

契
約
栽
培
に
よ
り
安
定
し
た
収
益
が

期
待
で
き
る
加
工
・
業
務
用
野
菜
の
導

入
を
進
め
て
い
く
ほ
か
、
多
く
の
稲
作

農
家
が
飼
料
用
米
生
産
に
取
り
組
み
や

す
い
よ
う
、
産
地
交
付
金
の
対
象
を
飼

料
用
専
用
品
種
に
加
え
て「
ま
っ
し
ぐ

ら
」等
の
主
食
用
品
種
に
も
拡
大
す
る
。

さ
ら
に
、
新
た
な
市
場
と
し
て
期
待
さ

れ
る
海
外
へ
の
販
路
拡
大
を
目
指
し
、

輸
出
用
米
の
取
組
を
後
押
し
す
る
な

ど
、
県
産
米
の
需
給
と
価
格
の
安
定
化

を
図
っ
て
い
く
。

A

教
育
長

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
の
学
習
状

況
調
査
と
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
を
比
較
・
分
析
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
ま
と
め
、
授
業
改
善
に
向
け

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
内
公
立
小
・
中
学
校
で

は
、
毎
年
、
民
間
の
教
育
機
関
等
の
標

準
化
さ
れ
た
学
力
検
査
を
行
い
、
学
力

の
伸
び
が
確
認
で
き
る
個
人
票
等
を

用
い
て
学
習
指
導
に
生
か
し
て
い
る
。

　

今
後
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
等
も
含

め
、
国
や
他
県
の
動
向
を
注
視
し
、
よ

り
よ
い
学
習
状
況
調
査
と
な
る
よ
う
、

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A

農
林
水
産
部
長

た
め
池
工
事
特
措
法
に
基
づ
き
、

４
２
２
か
所
を
防
災
重
点
農
業
用
た

め
池
に
指
定
し
、
令
和
12
年
度
ま
で
を

期
間
と
す
る
防
災
工
事
等
推
進
計
画

を
本
年
度
中
に
策
定
す
る
。

　

地
方
財
政
措
置
の
拡
充
を
踏
ま
え
、

市
町
村
等
の
負
担
軽
減
を
図
り
な
が

ら
、「
青
森
県
た
め
池
の
安
全
・
安
心
力

ア
ッ
プ
中
期
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、
優

先
度
の
高
い
た
め
池
か
ら
市
町
村
等

と
協
議
の
上
、
防
災
工
事
等
を
実
施
し

て
い
く
。

A

三
村
知
事

　

児
童
虐
待
の
対
応
に
係
る
体
制

強
化
の
た
め
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

QA
児
童
虐
待
防
止

児
童
虐
待
防
止

要保護児童対策
地域協議会

　保護者に監護させることが
不適当であると認められる児
童等に関し、関係者間で情報
の交換と支援の協議を行う
機関。

用 語 解 説

　

県
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
児
童
虐
待

の
早
期
発
見
、
早
期
保
護
の
た
め
の

相
談
体
制
の
強
化
と
と
も
に
、
虐
待

を
受
け
た
子
ど
も
等
に
対
す
る
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
児
童
相
談
所
で

は
、
児
童
福
祉
司
等
を
適
切
に
配
置

し
、
専
門
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
市
町
村
の　

要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
に
参
画
し
、
要
保
護
児

童
の
適
切
な
支
援
等
に
向
け
た
助
言
・

指
導
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
、
児

童
虐
待
の
未
然
防
止
に
向
け
て
、
更

な
る
体
制
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

？

？

　

米
の
需
給
が
緩
和
し
て
い
る
中

で
、
県
は
、
稲
作
農
家
の
経
営
安
定

に
向
け
米
の
作
付
転
換
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

Q
米
の
需
要
に
応
じ
た

生
産
対
策

米
の
需
要
に
応
じ
た

生
産
対
策

農　

業

Q　

学
力
の
伸
び
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
新
し
い
学
力
調
査
を
導
入
す

る
な
ど
、
学
習
状
況
調
査
の
見
直
し

が
必
要
と
考
え
る
が
、
県
教
育
委
員

会
の
見
解
を
伺
う
。

学
習
状
況
調
査

学
習
状
況
調
査

Q　

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
防

災
工
事
等
を
推
進
す
る
た
め
、
県
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

伺
う
。

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

夏堀 浩一 議員
なつ ぼりこう いち

自由民主党
三戸郡

会　派
選挙区

:
:

齊藤 直飛人 議員

自由民主党
北津軽郡

会　派
選挙区

:
:

さいとう なお ひ　と

防　

災

教　

育

福　

祉
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教
育
長

　

臨
時
講
師
の
社
会
保
険
の
取
扱

い
に
つ
い
て
、
第
３
０
４
回
定
例
会

後
の
県
教
育
委
員
会
の
対
応
状
況

を
伺
う
。

　

臨
時
講
師
が
数
日
空
け
て
再
度
、

臨
時
講
師
と
し
て
任
用
さ
れ
た
際
の

社
会
保
険
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
厚
生

労
働
省
へ
見
解
を
照
会
し
た
と
こ
ろ
、

平
成
26
年
通
知
の
と
お
り
と
回
答

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
異

な
る
取
扱
い
を
し
た
令
和
２
年
３
月

の
社
会
保
険
の
取
扱
い
を
改
め
る
こ

と
と
し
、
臨
時
講
師
か
ら
正
規
職
員

へ
の
採
用
は
新
た
な
職
へ
の
採
用
と
こ

れ
ま
で
整
理
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

取
扱
い
を
改
め
る
必
要
は
な
い
も
の
と

考
え
る
。

QA
臨
時
講
師
の
社
会
保
険

臨
時
講
師
の
社
会
保
険

再エネ海域利用法

　平成31年４月１日に施行され
た法律で、海洋再生可能エネル
ギー発電事業の長期的、安定的か
つ効率的な実施の重要性に鑑み、
海洋に関する施策との調和を図り
つつ、発電設備の整備に係る海域
の利用の促進を目的とする。

用 語 解 説

健
康
福
祉
部
長

国
の
指
針
に
よ
る
と
、
高
齢
者
施

設
等
の
入
所
者
は
重
症
化
リ
ス
ク
が

高
い
こ
と
か
ら
、
多
数
の
感
染
者
や
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
る
地
域
で

は
、
そ
の
期
間
、
高
齢
者
施
設
等
の
従

事
者
や
入
所
者
全
員
を
対
象
に
一
斉
・

定
期
的
な
検
査
の
実
施
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
県
と
し
て
は
こ
の
指

針
に
基
づ
き
、
必
要
な
検
査
を
適
時
・

適
切
に
実
施
し
感
染
拡
大
防
止
に
努

め
て
い
く
。

A

観
光
国
際
戦
略
局
長

　

観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム
は
、
本
県

の
観
光
・
物
産
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
ほ
か
、
産
業
振
興
機

関
が
入
居
す
る
な
ど
、
青
森
駅
周
辺

エ
リ
ア
に
お
け
る
公
益
的
な
拠
点
施

設
に
な
っ
て
お
り
、
県
で
は
、
現
在

行
っ
て
い
る
建
築
物
等
の
機
能
劣
化

状
況
の
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
、
運

営
す
る
青
森
県
観
光
連
盟
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム

の
機
能
や
役
割
を
考
慮
し
た
今
後
の

改
修
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

A

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局
長

　
　

再
エ
ネ
海
域
利
用
法
に
基
づ

く
協
議
会
の
役
割
と
、
今
後
ど
の

よ
う
な
協
議
を
行
っ
て
い
く
の
か

伺
う
。

　

再
エ
ネ
海
域
利
用
法
に
基
づ
く
協

議
会
は
、
国
、
県
の
ほ
か
、
関
係
市
町

村
長
、
関
係
漁
業
団
体
及
び
そ
の
他
利

害
関
係
者
、
学
識
経
験
者
等
で
組
織
さ

れ
て
い
る
。

　

協
議
事
項
は
、①
促
進
区
域
の
指
定

に
つ
い
て
の
利
害
関
係
者
と
の
調
整
、

②
事
業
者
公
募
の
留
意
点
、③
発
電
事

業
の
工
事
等
に
必
要
な
協
議
、
情
報
共

有
等
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
県
で
は
、
協
議
事
項
に
基
づ
く
協

議
と
と
も
に
、
漁
業
操
業
や
環
境
へ
の

影
響
、
地
域
振
興
策
な
ど
に
つ
い
て
幅

広
く
協
議
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

QA
洋
上
風
力
発
電

洋
上
風
力
発
電

平成26年
厚生労働省通知

　社会保険の被保険者資格の取扱
いに際し、有期の雇用契約又は任
用が１日ないし数日の間を空けて
再度行われる場合に、使用関係が
存続していると判断される場合に
は、資格を喪失させることなく取り
扱う必要がある旨の通知。

用 語 解 説
？

？

　

高
齢
者
施
設
の
従
事
者
等
に
対

し
て
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
積

極
的
に
検
査
を
実
施
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応

医　

療

松田　勝 議員
まつ た まさる

日本共産党
八戸市

会　派
選挙区

:
:

一戸 富美雄 議員
いちのへ ふ み お

青和会
青森市

会　派
選挙区

:
:

雇　

用

文
化
・
観
光

　

青
森
県
観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム
の

今
後
に
つ
い
て
、
県
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

Q
青
森
県
観
光
物
産
館

ア
ス
パ
ム

青
森
県
観
光
物
産
館

ア
ス
パ
ム

エ
ネ
ル
ギ
ー

5



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

後
遺
症
に
つ
い
て
、
県
で
は
こ
れ
ま

で
の
陽
性
患
者
の
状
況
を
把
握
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長

こ
れ
ま
で
の
感
染
者
の
う
ち
宿
泊

療
養
施
設
の
入
所
者
に
係
る
退
所
時

の
症
状
の
調
査
で
は
、
２
月
24
日
ま

で
の
退
所
者
２
６
８
人
中
７
７
人

（
28
．
７
％
）に
一
つ
又
は
複
数
の
症

状
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
症
状
は
、

嗅
覚
障
害
３
４
人
、
味
覚
障
害
２
４

人
、
鼻
閉
・
鼻
水
・
鼻
声
２
２
人
、
咳

が
９
人
、
頭
痛
が
８
人
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

QA
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
後
遺
症
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
後
遺
症
対
応

三
村
知
事

　

新
た
に
10
月
を「
事
業
承
継
推
進
強

化
月
間
」に
設
定
し
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な

ど
で
事
業
承
継
の
重
要
性
を
訴
え
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

相
談
窓
口
の
周
知
等
を
行
っ
た
ほ
か
、

県
内
６
地
域
に「
地
域
事
業
承
継
サ

ポ
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
設
置
し
、

地
域
特
性
に
応
じ
た
事
業
承
継
支
援

の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
今

後
も
、
事
業
承
継
の
普
及
啓
発
に
よ

る
経
営
者
の
意
識
喚
起
と
地
域
主
体

の
事
業
承
継
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化

を
図
る
。

A

健
康
福
祉
部
長

　

現
在
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
後

遺
症
の
実
態
に
係
る
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
具
体

的
な
内
容
が
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
今
後
の
国
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
医
療
関
係
者
、
保
健
所

等
を
通
じ
た
情
報
の
収
集
や
共
有
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

A

健
康
福
祉
部
長

　

認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
所
で
は
、

教
育
・
保
育
要
領
等
に
基
づ
き
、
行
事

へ
の
参
加
等
に
よ
る
子
ど
も
同
士
の

交
流
、
授
業
や
保
育
参
観
等
に
よ
る

教
職
員
同
士
の
交
流
・
研
修
、
小
学
校

の
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
対
応

し
た
教
育
課
程
の
編
成
な
ど
、
小
学

校
の
教
職
員
と
の
意
見
交
換
や
合
同

研
究
、
園
児
の
学
籍
や
指
導
記
録
の

情
報
共
有
等
の
連
携
に
よ
り
、
園
に

お
け
る
教
育
・
保
育
と
小
学
校
教
育

と
の
円
滑
な
接
続
を
図
る
取
組
が
行

わ
れ
て
い
る
。

A

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

後
遺
症
に
つ
い
て
県
の
今
後
の
対
応

を
伺
う
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
後
遺
症
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
後
遺
症
対
応

　

事
業
承
継
の
促
進
に
は
、
経
営
者

の
意
識
喚
起
と
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
た
支
援
が
重
要
と
考
え
る
が
、
県

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
伺
う
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

事
業
承
継
の
促
進

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

事
業
承
継
の
促
進

　

幼
児
期
の
教
育
・
保
育
の
推
進
体

制
を
確
保
す
る
た
め
、　

認
定
こ
ど

も
園
等
と
小
学
校
と
の
連
携
に
つ
い

て
伺
う
。

Q
幼
児
期
の
教
育
・

保
育
の
推
進

幼
児
期
の
教
育

保
育
の
推
進

認定こども園

　認定こども園は、幼稚園と保
育所の機能を併せ持ち、保護者
の就労状況やその変化等によら
ず柔軟に子どもを受け入れ、幼
児期の教育・保育を一体的に行
うとともに、すべての子育て家
庭を対象とした地域における子
育て支援機能も有する施設。

用 語 解 説

齊藤　爾 議員
さい とう ちかし

自由民主党
弘前市

会　派
選挙区

:
:

大崎 光明 議員

自由民主党
八戸市

会　派
選挙区

:
:

おおさき みつあき

医　

療

医　

療

経　

済

教　

育

？

青森県新型コロナウイルス
感染症対策総合サイト
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三
村
知
事

　

県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
社
会

の
急
速
な
変
化
や
生
徒
数
の
更
な
る

減
少
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
昨
年
８

月
に
基
本
方
針
を
改
定
し
た
こ
と
は

承
知
し
て
お
り
、
こ
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
第
２
期
実
施
計
画
の
策
定
に

向
け
て
取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

A

三
村
知
事

　

共
同
利
用
に
つ
い
て
は
、
国
及
び

電
気
事
業
連
合
会
は
地
元
の
理
解
を

大
前
提
と
し
て
検
討
に
着
手
し
た
い

と
し
て
お
り
、
具
体
的
な
内
容
が
な

く
地
元
理
解
の
な
い
現
状
に
お
い
て

は
申
し
上
げ
る
も
の
は
無
い
。

　

原
子
力
・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
問
題

は
、
国
策
そ
の
も
の
の
問
題
で
あ
り
、

国
が
政
策
的
観
点
か
ら
前
面
に
立
っ

て
し
っ
か
り
と
具
体
的
に
対
応
し
な

け
れ
ば
、
一
つ
の
立
地
地
域
だ
け
に

問
題
が
押
し
付
け
ら
れ
か
ね
な
い
と

の
考
え
か
ら
、
昨
年
12
月
に
報
告
が

あ
っ
た
際
、
国
が
前
面
に
立
っ
て

し
っ
か
り
と
し
た
説
明
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
伝
え
た
。

A

三
村
知
事

　

樹
園
地
と
高
度
な
栽
培
技
術
を
次

世
代
に
継
承
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
、

り
ん
ご
産
業
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ

て
い
く
上
で
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
新
た
な
青
森
県
果
樹
農
業

振
興
計
画
で
は
、
担
い
手
の
確
保
・
育

成
と
ス
ム
ー
ズ
な
経
営
継
承
及
び
省

力
樹
形
や
先
端
技
術
の
導
入
に
よ
る

生
産
基
盤
強
化
に
重
点
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。

A

農
林
水
産
部
長

　

国
が
新
た
に
策
定
し
た「
果
樹
農
業

振
興
基
本
方
針
」に
即
し
て
、令
和
12
年

度
を
目
標
と
す
る
新
た
な「
青
森
県
果

樹
農
業
振
興
計
画
」の
策
定
を
進
め
て

い
る
。策
定
に
当
た
っ
て
は
、国
の
基
本

方
針
と
生
産
、
流
通
、販
売
の
各
分
野

の
有
識
者
の
意
見
を
現
場
の
声
と
し
て

反
映
さ
せ
た
計
画
案
を
、生
産
者
や
市

場
、市
町
村
、
有
識
者
な
ど
で
構
成
す

る
検
討
委
員
会
に
示
し
て
計
画
の
目
指

す
方
向
等
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、本

年
度
中
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

A

　

り
ん
ご
の
生
産
量
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
り
ん
ご
の
生
産
基
盤

の
継
承
が
重
要
と
考
え
る
が
、
県
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

伺
う
。

Q
青
森
県
果
樹
農
業
振
興
計
画

青
森
県
果
樹
農
業
振
興
計
画

　
「
青
森
県
果
樹
農
業
振
興
計
画
」

の
策
定
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

Q
　

青
森
県
果
樹
農
業
振
興
計
画

青
森
県
果
樹
農
業
振
興
計
画

教　

育

　

青
森
県
が
核
の
ゴ
ミ
捨
て
場
に
選

ば
れ
な
い
た
め
に
、
知
事
は
、
む
つ

中
間
貯
蔵
施
設
の
共
同
利
用
に
つ
い

て
議
場
で
明
確
に「
断
る
」と
内
外
に

発
信
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
と

対
応
を
伺
う
。

Q
　

使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設

共
同
利
用

使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設

共
同
利
用

　

社
会
環
境
や
教
育
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階

で
第
２
期
実
施
計
画
を
策
定
せ
ず
、

改
め
て
将
来
構
想
や
基
本
方
針
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
知
事
の
見

解
に
つ
い
て
伺
う
。

Q
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
と

少
人
数
学
級

県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
と

少
人
数
学
級

使用済燃料中間貯蔵施設
共同利用

　むつ市に建設が進んでいる
使用済燃料中間貯蔵施設（使
用済燃料を再処理するまでの
間一時貯蔵する施設）につい
て、昨年12月、電気事業連
合会は事業者連携の取組とし
て共同利用の検討に着手した
い旨県とむつ市に報告。

用 語 解 説

農　

業

農　

業

鹿内　博 議員
しか ない ひろし

県民主役の県政の会
青森市

会　派
選挙区

:
:

山口 多喜二 議員

自由民主党
平川市

会　派
選挙区

:
:

やまぐち た　き　じ

？

？

青森県果樹農業振興計画

　果樹農業振興特別措置法に基づき、
国が定めた「果樹農業の振興を図るた
めの基本方針」に即して、県が果実の
生産目標や振興方針などを定めるも
の。目標年度は令和12年度までの10
年間で、５年ごとに見直ししている。

用 語 解 説

エ
ネ
ル
ギ
ー
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農
林
水
産
部
長

　

県
で
は
、
小
型
イ
カ
釣
り
漁
業
者

の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
平
成
30

年
度
に
開
発
し
た「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ル
メ
イ

カ
漁
獲
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
」を
改
良

し
、
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的

な
操
業
を
促
す
と
と
も
に
、
漁
業
者

の
経
営
実
態
を
把
握
し
、
経
営
安
定

に
向
け
て
改
善
方
策
を
取
り
ま
と
め
、

指
導
・
助
言
し
て
い
く
。

A

羽田発着枠政策コンテスト

　地方公共団体等と航空会社が共同
提案した優れた取組について、国土
交通省から羽田空港の発着枠１日１
便が与えられる。コンテストの結果、
三沢・東京線が暫定的に４便になっ
ており、今後実施されるトライアル運
航の結果を踏まえ、最終的な発着枠
の配分が決定される。

用 語 解 説
企
画
政
策
部
長

ト
ラ
イ
ア
ル
運
航
を
成
功
さ
せ
、
羽

田
発
着
枠
を
確
保
す
る
た
め
、
首
都

圏
と
の
交
流
拡
大
の
み
な
ら
ず
、
羽
田

乗
継
に
よ
る
西
日
本
と
の
交
流
促
進

等
を
進
め
、
三
沢
発
・
三
沢
着
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、
観
光
需
要
と
ビ
ジ
ネ

ス
需
要
を
今
ま
で
以
上
に
取
り
込
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。
コ
ン
テ
ス
ト
終

了
後
も
４
便
運
航
が
継
続
で
き
る
よ

う
、
取
組
効
果
を
随
時
確
認
・
検
証
し

な
が
ら
、
三
沢
市
、
日
本
航
空
等
の
関

係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
、
積
極
的
な

取
組
を
展
開
し
て
い
く
。

A

三
村
知
事

　

県
で
は
こ
れ
ま
で
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
よ
る
が
ん
の
二
次
予
防

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
が
ん
検

診
の
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
の
精

度
管
理
の
取
組
を
促
し
て
き
た
と
こ

ろ
だ
が
、
が
ん
検
診
の
効
果
を
よ
り

高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
医
療
機
関

や
検
診
機
関
を
含
め
が
ん
検
診
の
当

事
者
が
連
携
し
、　

科
学
的
根
拠
に

基
づ
く
が
ん
検
診
に
対
す
る
理
解
を

深
め
浸
透
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
令
和
３
年
度
に
が
ん
検
診
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

A
科学的根拠に基づく

がん検診

　厚生労働省の指針では、胃が
ん、大腸がん、肺がん、子宮頸
がん、乳がんの５つのがん検診
について、定められた方法、対
象年齢や受診間隔に沿って実施
することが、死亡率を減少させ
る効果が科学的に証明されてい
るとして推奨されている。

用 語 解 説

小比類巻 正規 議員

自由民主党
三沢市

会　派
選挙区

:
:

こ  ひ るいまきまさのり

鳴海 惠一郎 議員

自由民主党
黒石市

会　派
選挙区

:
:

なる  み けいいちろう

漁　

業

　

小
型
イ
カ
釣
り
漁
業
の
経
営
安

定
に
向
け
て
、
県
は
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

Q
小
型
い
か
釣
り
漁
業
の
振
興

小
型
い
か
釣
り
漁
業
の
振
興

　
　

羽
田
発
着
枠
政
策
コ
ン
テ
ス

ト
に
よ
る
三
沢
・
東
京
線
の
ト
ラ
イ

ア
ル
運
航
に
向
け
た
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

Q
国
内
航
空
路
線
の
維
持

国
内
航
空
路
線
の
維
持

？

？

健
康
福
祉
部
長

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

し
た
介
護
事
業
所
の
報
告
で
は
、
業

務
の
省
力
化
だ
け
で
な
く
、
時
間
に

余
裕
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
ケ
ア
の
質

が
向
上
し
た
事
例
や
職
員
の
身
体
的

負
担
軽
減
に
加
え
、
利
用
者
の
改
善

事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
介
護
す
る
側
、
さ
せ
る
側
双
方
の

メ
リ
ッ
ト
の
周
知
の
ほ
か
、
補
助
制

度
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の

導
入
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

A 介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
県
は
介
護
事
業
所
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
導
入
促
進
を
ど
の
よ
う

に
図
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

Q
介
護
分
野
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
導
入

介
護
分
野
に
お
け
る

Ｃ
Ｔ
等
の
導
入

　

が
ん
の
二
次
予
防
を
徹
底
す
る
た

め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
伺
う
。

Q
が
ん
対
策

が
ん
対
策

医　

療

福　

祉

交　

通
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県
土
整
備
部
長

　

主
要
地
方
道
今
別
蟹
田
線
小
国

峠
区
間
に
つ
い
て
、
平
坦
化
な
ど
の

機
能
強
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、

県
の
取
組
状
況
と
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
伺
う
。

　

地
元
の
今
別
町
や
外
ヶ
浜
町
か
ら

は
、
よ
り
安
全
な
平
坦
化
さ
れ
た
新

設
ル
ー
ト
で
の
整
備
要
望
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
度
、
今
別

町
や
外
ヶ
浜
町
と
連
携
し
て
勉
強
会

を
立
ち
上
げ
た
。

　

今
後
も
勉
強
会
を
継
続
し
、
冬
期

間
の
道
路
状
況
や
交
通
事
故
の
発
生

状
況
等
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
な
が

ら
、
課
題
等
の
整
理
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

QA

三
村
知
事

　

本
県
の
森
林
が
本
格
的
な
利
用
期

を
迎
え
る
中
で
、
林
業
の
成
長
産
業

化
と
森
林
の
保
全
を
両
立
し
て
い
く

た
め
に
は
、
伐
採
跡
地
へ
の
再
造
林

を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
造
林
作
業
の
効
率
化

や
低
コ
ス
ト
化
に
加
え
、
４
月
に
開

講
す
る「
青
い
森
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」

に
よ
る
人
材
の
育
成
、
森
林
の
保
全

に
配
慮
し
た
伐
採
・
造
林
作
業
の
技
術

指
針
の
作
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
緑

豊
か
な
森
づ
く
り
と
森
林
資
源
の
循

環
利
用
を
図
っ
て
い
く
。

A

病
院
局
長

医
療
の
質
向
上
の
取
組
と
し
て
、

薬
物
療
法
の
安
全
性
等
の
向
上
や

服
薬
指
導
の
強
化
を
図
る
た
め
、
薬

剤
師
を
病
棟
に
常
時
配
置
し
た
。
療

養
環
境
改
善
の
取
組
と
し
て
、
冷
房

機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
冷
凍
機
の

増
設
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
本
年

７
月
に
本
格
稼
働
す
る
予
定
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
、
患
者
用
無
料
Ｗ
ｉ

-
Ｆ
ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
ほ

か
、
３
６
５
日
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
の
人
材
の
確
保
・
育
成
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

A

道
路
の
機
能
強
化

道
路
の
機
能
強
化

教
育
長

　

生
徒
一
人
一
人
が
希
望
す
る
進
路
を

達
成
で
き
る
よ
う
、
就
職
す
る
際
に
必

要
と
な
る
知
識
・
技
能
等
を
身
に
付
け

さ
せ
る
た
め
の
資
格
取
得
や
社
会
人
基

礎
力
を
高
め
る
た
め
の
生
徒
に
対
す
る

研
修
会
等
、
各
校
の
就
職
指
導
の
充
実

に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
ほ
か
、
県

立
高
等
学
校
９
校
に
配
置
し
た
就
職
支

援
員
は
、
配
置
校
を
増
や
し
、
よ
り
手

厚
く
高
校
生
の
就
職
活
動
を
支
援
す

る
。
ま
た
、
１
・
２
年
生
が
活
用
で
き
る

よ
う
、
県
内
企
業
を
紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
各
県
立
高
等
学
校
に
配
布
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

A 　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
高
校
生
の
就
職
活
動
を
今

後
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か

伺
う
。

Q
高
校
生
の
県
内
就
職
支
援

高
校
生
の
県
内
就
職
支
援

　

森
林
の
保
全
を
図
る
観
点
か
ら
、

再
造
林
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
県
の
取
組
を
伺
う
。

Q
再
造
林
の
推
進
に
向
け
た

県
の
取
組

再
造
林
の
推
進
に
向
け
た

県
の
取
組

　

県
立
中
央
病
院
に
お
け
る
医
療
の

質
向
上
と
冷
房
設
備
を
は
じ
め
と
し

た
療
養
環
境
改
善
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

Q
県
立
中
央
病
院
に
お
け
る

診
療
機
能
の
維
持
向
上

県
立
中
央
病
院
に
お
け
る

診
療
機
能
の
維
持
向
上

スギの再造林地（平内町）

林　

業

福士 直治 議員
ふく  し なお はる

無所属
東津軽郡

会　派
選挙区

:
:

高橋 修一 議員
たか はししゅういち

自由民主党
青森市

会　派
選挙区

:
:

県
土
整
備

青森県立中央病院

雇　

用

医　

療
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商
工
労
働
部
長

　

県
は
、
引
き
続
き
、
持
続
化
給
付
金

の
再
度
の
支
給
等
に
つ
い
て
、
強
く

国
に
要
望
し
て
い
く
と
と
も
に
、
必

要
な
資
金
繰
り
支
援
策
や
需
要
開
拓
、

販
売
促
進
等
に
つ
な
が
る
助
成
措
置

と
併
せ
て
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化

等
に
対
応
し
た
新
た
な
事
業
活
動
を

促
進
し
て
い
く
た
め
の
助
成
措
置
な

ど
、
飲
食
店
を
は
じ
め
と
し
た
県
内

事
業
者
に
対
す
る
継
続
的
な
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

A

三
村
知
事

令
和
２
年
度
当
初
予
算
の
約
1.5
倍
、

下
北
半
島
縦
貫
道
路
と
し
て
は
過
去

最
大
と
な
る
約
59
億
円
が
事
業
中
の

３
工
区
に
配
分
さ
れ
、
事
業
が
大
き
く

進
捗
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

国
が
進
め
る
、
野
辺
地
町
か
ら
七
戸

町
の
未
着
手
区
間
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
地
域
の
意
見
聴
取
を
実
施
し
、
概

略
ル
ー
ト
が
決
定
さ
れ
る
予
定
。

　

引
き
続
き
、
予
算
の
確
保
と
未
着

手
区
間
の
新
規
事
業
化
を
国
に
強
く

働
き
か
け
て
い
く
。

A

国道279号むつ南バイパスの整備状況
（令和2年8月撮影）

菊池 憲太郎 議員

自由民主党
むつ市

会　派
選挙区

:
:

きく  ち けん  た  ろう

経　

済

　

緊
急
事
態
宣
言
が
全
国
的
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
給
付
金
の
支
給
な
ど
、
対

象
地
域
以
外
の
飲
食
店
に
対
す
る

支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
伺
う
。

Q
飲
食
店
の
支
援

飲
食
店
の
支
援

　

国
の
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正

予
算
で
配
分
が
決
定
し
た
下
北
半

島
縦
貫
道
路
の
事
業
進
捗
に
つ
い
て

伺
う
。

Q
下
北
地
域
の
公
共
施
設
整
備

下
北
地
域
の
公
共
施
設
整
備

県
土
整
備

　令和３年２月３日に「令和２年度高校
生模擬議会」が、県選挙管理委員会の
主催で開催されました。
　今年で５回目となる模擬議会は、初
めて本会議場で開催され、県内高等学
校３校の生徒が参加し、県議会から
は、議長、副議長及び県議会広報図書
委員会委員が参加しました。
　模擬議会では、森内議長、櫛引副議
長による進行の下、各校の生徒から、
高校生の視点で青森県を活性化させ
るための提案が発表され、その内容に
ついて、広報図書委員会委員が質疑応
答を行った後、高校生から県執行部に
対する質疑応答が行われました。

夏堀 浩一 委員長
［広報図書委員会］

「令和2年度高校生模擬議会」に県議会が参加しました。

「わいどの青森～本州最北端の高校生が変えていく青森の未来～」

発表する生徒と森内議長齊藤　爾 委員一戸 富美雄 委員

「食育キャンプで青森の課題解決」

発表する生徒と櫛引副議長

県立大間高等学校

八戸聖ウルスラ学院高等学校

鶴賀谷 貴 委員吉田 絹恵 委員

菊池 憲太郎 委員

渋谷 哲一 委員

「短命県返上！！～高校生が作る健康あおもり～」

発表する生徒と森内議長

県立八戸東高等学校

吉俣　洋 委員 山口 多喜二 委員 大崎 光明 委員
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予算特別委員会が開催されました。

　３月11日の本会議で、委員23名で構成する予算特別委員会が設置
され、本会議後の組織会で委員長に寺田達也議員（自由民主党）、副
委員長に山口多喜二議員（自由民主党）が互選されました。
　３月12日、15日、16日の３日間、令和３年度青森県一般会計予算案
をはじめ、付託された17議案について、11名の委員による活発な質疑
が行われ、質疑後、付託された17議案はすべて可決されました。主な
質疑の内容は以下のとおりです。

　県税収入の見通しが厳しい状況にある中、持続可能な財政運営に向け、地方交付税
の確保にどのように取り組んでいくのか伺う。

　令和3年度当初予算の編成に向けては、新型コロナウイルス感染症の影響による県税収入の悪
化等が見込まれる一方で、臨時財政対策債を含む実質的な地方交付税の増額が見込まれ、収支
均衡を堅持することができたが、今後の歳入環境は、依然として予断を許さない状況にある。
　県政の諸課題に対応していくためには、安定的な財政基盤の確立が不可欠であることから、今
後とも、地方税財源の確保・充実について、国に働きかけていきたい。

Q
A

　「命を守る地域防災活動促進緊急対策事業」の取組内容について伺う。

　本事業は、自分たちの地域は自分たちで守るという「共助」の取組として、災害発生時に被害が
想定される区域において、地域住民による自主防災組織の設立や活動促進、防災指導者となり得
る人材の育成などを行うもので、これにより、県全体の自主防災組織の活動カバー率の向上や、
自主防災活動の充実化による県民の防災力の向上、大規模災害発生時の人的被害の軽減といっ
た効果が期待される。

Q
A

　幅広い層に縄文遺跡群への興味、関心を持たせるため、県はどのように取り組んで
いくのか伺う。

　県ではこれまで、小学生を対象とした土偶図鑑の作成や、三内丸山遺跡を舞台にしたギネス世
界記録への挑戦など、広く県民に訴求する取組を継続的に実施してきた。
　また、令和２年３月に策定した「青森の縄文遺跡群活用ビジョン」に基づき、新たなファン層の
掘り起こしのため、RINGOMUSUME（りんご娘）によるイメージソングとＰＲムービーの制作等
を行った。
　今後とも、多種多様な手法、切り口による効果的な情報発信に取り組んでいく。

Q
A

寺田達也委員長

質疑の様子

予算特別委員会

予算特別委員会名簿（23名）

田中  順造
三橋  一三
安藤  晴美
蛯沢  正勝
和田  寛司
木明  和人

寺田  達也

阿部  広悦
山 田   知
畠山  敬一
齊 藤   爾
大崎  光明

山口  多喜二

越前  陽悦
山谷  清文
渋谷  哲一
花田  栄介
鶴賀谷  貴

熊谷  雄一
高橋  修一
今 博
関 良
吉 俣   洋

委 員 長

委 　 員

副委員長
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県 議 会
　第306回定例会は、令和3年6月14日（月）に開会し、6月29日（火）に閉会す
る予定です。詳細な日程については青森県議会ＨＰでお知らせします。

◎令和3年6月第306回定例会について

〒030-8570青森市長島1丁目1-1　青森県議会事務局調査課
電話 017（734）9797（直通）

◎あおもり県議会だよりに関するご意見・お問合せについて

お知らせ
からの

傍聴にあたってのお願い

県議会だよりは
こちらから

第305回定例会で可決された知事提出議案（74件）

第305回定例会で可決された議員提出議案の内容

○新型コロナウイルス感染症対策に対する意見書意 見 書
　県内事業者が国の感染拡大防止に協力しながら雇用を継続している状況も踏まえ、緊急事態宣言対象地域以外に対
しても、実効性のある経済・雇用対策を講じるよう国に対して強く要望。
　また、新型コロナウイルスのワクチン接種について、県内でワクチンに関する正確な状況が分からない、接種体制の
整備状況に地域差が生じているのではないかなど不安や懸念等の声があることから、国が責任をもって万全の対策を講
じるよう強く要望。

予算について勉強になりました

　県政運営に関心があり、
特に予算について知りたい
と思いました。議員や知事の
お話を直接聞くことができ、
とても勉強になりました。50代　女性

青森市在住

声傍聴者の傍聴者の傍聴者の

快適な環境で傍聴できます

　コロナ対策を各所に施し
ての議会運営は大変なこと
と推察します。改修後の議
場は、照明がほどよい明る
さとなり、音声も聞き取り
やすく、ストレスなく傍聴で
きました。

60代　男性
青森市在住

県議会インターネット中継も配信中！
議会開催中はインターネットでリアルタイムに視聴できます。また、
中継映像は録画していますので、後日ご覧いただくことも可能です。

※傍聴の際はマスクの着用をお願いします。
※議場などへの入場前には検温をお願いします。
※議場などへの入退場の際は、アルコール消毒をお願いします。
※発熱や息切れ、風邪のような症状がある場合は傍聴を自粛するようお願いします。

傍聴については
こちらから議会を傍聴しよう！

青森県をもっと知るため、

傍聴にあたり、本誌「傍聴者の声」に掲載するため、アン
ケートをお願いすることがありますので、ご協力ください。
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検
索

あ　

も
り
県
議
会
だ
よ
り

新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください

令和３年度予算関係（17件）
●令和３年度青森県一般会計予算案
●令和３年度青森県公債費特別会計予算案など特別会計13件
●令和３年度青森県病院事業会計予算案など事業会計3件

令和２年度補正予算関係（22件）
●一般会計4件、特別会計13件、事業会計5件

条例関係（19件）
●青森県自転車の安全な利用等の促進に関する条例案
●職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例案
●青森県国民スポーツ大会開催基金条例の一部を改正する条例案
●青森県特定非営利活動促進法施行条例の一部を改正する
　条例案
●青森県控除対象特定非営利活動法人に係る寄付金を定める
　ための手続き等に関する条例の一部を改正する条例案

など１９件

財産関係（2件）
●権利の放棄の件

人事関係（5件）
●青森県教育委員会教育長の任命の件
●青森県人事委員会委員の選任の件
●青森県監査委員の選任の件
●青森県東部海区漁業調整委員会委員の
　任命の件
●青森県西部海区漁業調整委員会委員の
　任命の件

その他（9件）
●包括外部監査契約の件など9件
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